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令
和
四
年
十
二
月
十
一
日
よ
り
新
潟
県
第
四
宗
務
所
を
お
預
か

り
い
た
し
、
及
ば
ず
な
が
ら
四
年
間
お
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
所
長
の
阿
部
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
よ
り
ご
指
導
ご
法
愛
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
九
日
、
稲
垣
宗

務
所
長
を
は
じ
め
と
す
る
八
十
七
名
の
会
員
の
も
と
、
第
四
宗
務

所
布
教
師
会
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

法
事
や
通
夜
・
葬
儀
な
ど
様
々
な
仏
事
な
ど
の
場
面
で
、
宗
侶

の
法
話
は
檀
信
徒
に
と
り
ま
し
て
強
い
ニ
ー
ズ
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
道
元
禅
師
の
教
え
に
「
ま
だ
教
え
を
明
ら
か
に
理
解
し
て

い
な
い
か
ら
人
の
た
め
に
説
い
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
は
い
け

な
い
。
全
て
明
ら
か
に
す
る
ま
で
待
っ
て
い
て
は
永
遠
に
説
く
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。
宗
侶
は
皆
「
曹
洞
宗
布
教
師
」

で
あ
り
、
お
釈
迦
さ
ま
の
み
教
え
を
素
直
に
伝
え
る
こ
と
が
役
割

で
あ
る
な
ら
ば
、
お
釈
迦
さ
ま
に
代
わ
っ
て
み
教
え
を
説
く
こ
と

に
遠
慮
は
要
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
肩
に
力
を
入
れ

過
ぎ
ず
に
法
話
に
向
き
合
い
と
も
に
成
長
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

会
員
各
位
そ
の
よ
う
な
共
通
認
識
を
持
っ
て
の
立
ち
上
げ
だ
っ
た

こ
と
を
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

第
四
宗
務
所
布
教
師
会
が
、
純
粋
に
布
教
を
勉
強
し
た
い
、
人

前
で
法
話
を
始
め
た
い
、
と
考
え
て
い
る
宗
侶
の
拠
り
所
と
な
り
、

「
お
ろ
か
な
る
吾
は
仏
に
な
ら
ず
と
も
、
衆
生
を
渡
す
僧
の
身
な

れ
ば
」
と
い
う
僧
侶
と
し
て
の
生
き
方
の
研
鑽
の
場
に
な
る
こ
と

を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
第
四
宗
務
所
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
実
践
布
教
に
対
す
る

熱
い
思
い
を
形
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
取
り
組
み
を
、
提
案
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
第
四
宗
務
所
布
教
師
会
会
員
各
位
の
益
々
の
ご
活
躍

を
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

合
掌

信
仰
の
対
象
と
は
、

キ
リ
ス
ト
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
は
そ
れ
ぞ
れ
の
神
を
信
じ
る
宗
教
で

あ
る
。
浄
土
宗
は
阿
弥
陀
様
を
信
じ
、
日
蓮
宗
は
、
大
曼
荼
羅
、
真

言
宗
は
大
日
如
来
、
禅
宗
は
お
釈
迦
様
、
そ
の
宗
教
宗
派
の
根
本
性

格
を
規
定
す
る
も
の
は
、
信
仰
の
対
象
で
あ
る
。
宗
教
を
学
問
と
し

て
研
究
す
る
に
も
信
仰
の
対
象
が
即
ち
研
究
の
対
象
で
あ
る
。
仏
教

信
仰
の
対
象
は
何
か
、
そ
れ
は
、
三
宝
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
帰
依
三

宝
で
あ
る
。
仏
教
各
宗
派
は
、
異
な
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
が
、

た
だ
一
つ
共
通
し
て
い
る
も
の
は
、
三
宝
信
仰
で
あ
る
。
上
座
部
仏

教
、
八
家
九
宗
な
ど
三
宝
を
信
じ
る
宗
教
で
あ
る
と
定
義
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
仏
教
の
研
究
と
は
結
局
三
宝
を
研
究
す
る
こ
と
に
な

る
。三

宝
と
は
、
仏
、
法
、
僧
で
あ
る
。
仏
と
は
仏
陀
の
略
、
覚
者
と

訳
す
、
真
実
を
覚
悟
し
た
聖
者
で
、
具
体
的
に
釈
迦
牟
尼
仏
を
指
す
。

法
と
は
達
磨
の
訳
、
規
範
規
則
の
義
で
、
具
体
的
に
仏
陀
の
説
教
、

そ
の
集
録
で
あ
る
経
典
を
指
す
。
そ
れ
は
、
仏
教
信
者
の
行
為
の
規

範
と
な
り
、
生
活
の
規
則
と
な
る
。
僧
と
は
僧
伽
の
略
、
和
合
衆
と

訳
す
。
仏
弟
子
、
仏
教
徒
達
の
団
体
、
教
団
、
宗
派
の
呼
び
名
で
あ

る
。
こ
の
僧
伽
を
組
成
す
る
法
律
は
仏
陀
の
制
定
さ
れ
た
戒
律
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
和
合
衆
は
、
戒
律
を
厳
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
仏
は
是
れ
大
師
な
る
が
故
に
帰
依
す
、
法
は
良
薬
な
る
が
故
に
帰

依
す
、
僧
は
勝
友
な
る
が
故
に
帰
依
す
」
こ
の
世
に
は
、
私
た
ち
を

幸
せ
に
す
る
三
つ
の
宝
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
三
つ
の
宝
を
大
切
に
し

な
さ
い
。

道
元
禅
師
は
、
『
正
法
眼
藏
歸
依
三
寶
』
救
済
の
言
な

り
。
尊
び
な
さ
い
、
安
心
し
て
我
が
生
命
を
託
し
、
以
っ
て
宗
教
生

活
の
根
拠
と
し
、
拠
所
と
し
な
さ
い
と
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
釈
迦
様
は
、
無
常
を
観
じ
、
命
の
大
切
さ
を
説
か
れ
、
命
の
使

い
方
を
示
さ
れ
た
。

自
己
の
求
道
と
衆
生
の
救
済
、
こ
の
教
え
を
世
界
に
広
め
る
の
が
布

教
の
意
義
と
な
り
ま
す
。
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第
四
宗
務
所
布
教
師
会
春
季
研
修
会

講
師

渡
邊

宣
昭

師

田
上

東
龍
寺
住
職

特

派

布

教

師

令
和
三
年
度
布
教
師
養
成
所
主
任
講
師

演
題
『
法
話
は
、
行
持
道
環
の
菩
薩
行
な
り

〜
行
説
一
如
の
行
履
の
中
か
ら
〜
』

一
、
法
事
の
始
め
に

僅
か
な
時
間
の
坐
禅
と
共
に

「
朝
起
き
た
ら
、
仏
壇
に
向
か
っ
て
、
線
香
を
ま
っ
す
ぐ
に
立
て
て
、
合
掌
を
し

て
『
ご
先
祖
様
、
私
を
生
ん
で
く
だ
さ
っ
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
切
の
生
き

と
し
生
け
る
も
の
が
幸
せ
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
』
と
お
唱
え
し
、
体
を
ま
っ
す

ぐ
に
し
て
坐
り
な
さ
い
。

体
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
る
と
心
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
り
、
心
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
る
と
思

う
こ
と
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
り
、
思
う
こ
と
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
る
と
言
う
こ
と
が

ま
っ
す
ぐ
に
な
り
、
言
う
こ
と
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
る
と
行
う
こ
と
が
ま
っ
す
ぐ
に

な
る
。
」

永
平
七
十
八
世
宮
崎
奕
保
禅
師

二
、
宗
憲

第
九
条

本
宗
の
教
化
は
全
宗
門
人
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
曹
洞
宗
布
教
指
導
叢
書
「
布
教
伝
道
の
心
得
」
か
ら

「
布
教
は
伝
道
で
あ
る
、
伝
道
は
伝
法
で
あ
る
、
佛
祖
の
法
燈
を
か
か
げ
て
、
人

生
の
進
路
を
照
ら
す
の
が
布
教
伝
道
の
大
本
で
あ
る
。

（
第
一
段
）

布
教
伝
道
は
最
後
ま
で
自
己
の
修
行
で
あ
る
。
利
他
の
方
便
で
あ
る
無
所
得
の
営

み
が
、
同
時
に
自
己
を
向
上
し
増
益
し
て
、
普
く
自
他
を
利
す
る
一
法
の
利
行
で

あ
る
、
そ
し
て
、
廣
大
の
慈
恩
に
報
ゆ
る
行
持
で
あ
り
、
佛
の
御
命
に
生
き
る
道

で
あ
る
。
（
最
終

第
八
段
）
」

→

ま
さ
に
自
他
共
に
歩
む
同
事
行

四
、
「
行
事
と
行
持
」

「
行
事
」

事
を
な
し
行
う
。
恒
例
の
法
要
の
儀
式
作
法
、
及
び
三
時
（
朝
・
昼

・
晩
）
の
勤
行
を
い
う
。

「
行
持
」

行
は
修
行
。
持
は
護
持
・
持
続
。
仏
祖
の
大
道
を
修
行
し
、
永
久
に

持
続
し
て
倦
怠
せ
ぬ
こ
と
。
菩
提
の
道
を
失
わ
ぬ
よ
う
に
修
行
し
て
、
究
竟
道
に

い
た
っ
て
も
退
転
す
る
こ
と
な
く
護
持
す
る
意
。

（
禅
学
大
辞
典
）

→

た
だ
、
朝
課
等
は
、
行
持
と
捉
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
行
事
は
、
イ
ベ
ン

ト
の
よ
う
な
打
ち
上
げ
花
火
的
な
も
の
。

五
、
「
行
は
即
ち
修
行
、
持
は
即
ち
護
持
。
発
菩
提
心
を
修
行
し
護
持
す
る
所
以
な

り
。
」

（
『
面
山
述
賛
』
）

江
戸
時
代
の
学
僧
・
面
山
瑞
方
師
は
、
護
持
と
い
う
観
点
を
容
れ
て
、
修
行
の
前

提
と
な
る
発
菩
提
心
を
修
行
し
護
持
す
る
重
要
性
を
説
か
れ
る
。

六
、
「
お
ほ
よ
そ
菩
提
心
は
、
い
か
が
し
て
一
切
衆
生
を
し
て
菩
提
心
を
お
こ
さ
し
め
、

仏
道
に
引
導
せ
ま
し
と
、
ひ
ま
な
く
三
業
に
い
と
な
む
な
り
。
い
た
づ
ら
に
世
間
の
欲

楽
を
あ
た
ふ
る
を
、
利
益
衆
生
と
す
る
に
は
あ
ら
ず
。
」
『
正
法
眼
蔵

発
菩
提
心
』

「

発
心

と

は
、

は
じ

め

て
自

未

得
度

先
度

他

の
心

を
お

こ

す
な

り

。
」

『
発
菩
提
心
』

七
、
『
行
持
（
上
）
』
か
ら
、
①
～
⑦
の
七
カ
所
を
取
り
上
げ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
①
②

の
二
カ
所
を
示
す
。

①
行
持
道
環

「
仏
祖
の
大
道
、
か
な
ら
ず
無
上
の
行
持
あ
り
、
道
環
し
て
断
絶
せ
ず
、

発
心
・
修
行
・
菩
提
・
涅
槃
、
し
ば
ら
く
の
間
隙
あ
ら
ず
、

行
持
道
環
な
り
。
」

『
行
持
（
上
）
』

「
一
発
菩
提
心
を
百
千
萬
発
す
る
な
り
」

『
発
無
上
心
』

「
発
心
は
一
発
に
し
て
、
さ
ら
に
発
心
せ
ず
、
修
行
は
無
量
な
り
、

証
果
は
一
証
な
り
と
の
み
き
く
は
、
仏
法
を
き
く
に
あ
ら
ず
」

『
発
無
上
心
』

「
仏
道
は
初
発
心
の
と
き
も
仏
道
な
り
、
成
正
覚
の
と
き
も
仏
道
な
り
、
初
中
後
と
も

に
仏
道
な
り
。
た
と
へ
ば
、
万
里
を
ゆ
く
も
の
の
、
一
歩
も
千
里
の
う
ち
な
り
、
千
歩

も
千
里
の
う
ち
な
り
。
初
一
歩
と
千
歩
と
こ
と
な
れ
ど
も
、
千
里
の
お
な
じ
き
が
ご
と

し
。
」

『
説
心
説
性
』

「
私
は
、
ま
だ
ま
だ
修
行
中
な
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
坐
っ
て
い
き

ま
す
。
」

（
朝
日
寺

永
井
孝
道
老
師
）

「
お
母
さ
ん
、
自
分
の
体
を
、
一
息
一
息
拝
む
こ
と
が
仏
を
拝
む
こ
と
で
す
よ
。
」

（
『
日
本
一
短
い
母
へ
の
手
紙
』
吉
村
か
お
る
）

→

一
息
一
息
が
、
一
歩
一
歩
が
、
発
心
・
修
行
・
菩
提
・
涅
槃
、
行
持
道
環
の
菩
薩
行

で
あ
る
。

②
不
曾
染
汚
の
行
持

「
こ
の
ゆ
え
に
、
み
づ
か
ら
強
為
に
あ
ら
ず
、
陀
の
強
為
に
あ
ら
ず
、
不
曾
染
汚
の
行

持
な
り
。
」

『
行
持
（
上
）
』

→

今
だ
曾
て
、
穢
れ
の
な
い
行
持
で
あ
る
。
（
染
も
汚
も
け
が
れ
と
い
う
意
味
）

・
思
惑
を
も
っ
て
打
算
的
に
や
る
も
の
で
は
も
な
い
。
健
康
に
な
り
た
い
と
か
、
利
益

を
求
め
て
や
る
こ
と
で
は
な
い
。
純
粋
な
行
い
。
こ
れ
が
仏
の
さ
れ
て
き
た
修
行
だ
か

ら
や
る
。

・
染
汚
に
は
、
や
め
て
し
ま
う
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
効
果
が
な
い
と
や
め
て
し
ま
う
。

止
め
て
し
ま
う
の
は
、
求
め
て
い
る
か
ら
。
決
し
て
や
め
て
し
ま
わ
な
い
の
が
行
持
で

あ
る
。

（
駒
澤
大
学
教
授

角
田
泰
隆
老
師
）

八
、
結

論

行
（
坐
禅
）
説
（
法
話
）
一
如
を
心
掛
け
て

大
慈
寰
中
禅
師
（
七
八
〇
～
八
六
二
）
が
、
「
一
丈
（
十
尺
）
を
説
く
こ
と
は
一
尺
を

行
う
こ
と
に
及
ば
な
い
」
と
言
っ
た
の
に
対
し
、
道
元
禅
師
は
、
行
と
説
法
を
須
弥
山

（
古
代
イ
ン
ド
で
、
世
界
の
中
心
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
大
き
な
山
）
と
芥
子
粒
に
た

と
え
、
「
須
弥
山
に
全
量
あ
り
、
芥
子
に
全
量
あ
り
。
行
持
の
大
節
、
こ
れ
か
く
の
如

発心

修行涅槃

菩提
(証)
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期 日 事 業 会 場 内 容 参加人数

５月２３日（月）
午後２時開会

総会
春季研修会

宗務所
宝光寺

総会
講師：渡邊宣昭師
（東龍寺住職・特派布教師・

令和３年度布教師養成所主任講師）
演題：「法話は行持道環の菩薩行なり

〜行説一如の行履の中から〜」
※実演布教

寺院
２１名

８月２３日（火）
午前10時開会

人権講習会
教化指導員

研修会
夏季研修会

宗務所

のぞみの家
福祉会

講師：小柳誠氏
（のぞみの家福祉会、

のぞみふぁーむ施設長）
演題：「のぞみふぁーむにおける

障がい者の就労支援の取り組み」

現地研修・・・のぞみの家福祉会・萌芽

寺院
２１名

１０月１０日（月）
午後２時開会 秋季研修会

宗務所
宝光寺

講師：高田都耶子氏
（薬師寺管主 故高田好胤師の長女）

演題：「生きて、逝くヒント
～父高田好胤の訓え～」

※実演布教

寺院
１５名
一般
２６名

２月２５日（土）
午後２時開会 冬季研修会

田上町
交流会館

講師：平井葉子氏
（フリーアナウンサー）

演題：「いのちをみつめる」

※実演布教

寺院
１６名
一般
２５名

令和４年度 第四宗務所布教師会 活動報告

し
。
（
巨
大
な
須
弥
山
に
は
須
弥
山
と
し
て
の
全
功
徳
が
あ
り
、

微
少
な
芥
子
に
は
芥
子
と
し
て
の
全
功
徳
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
、

行
と
説
法
の
価
値
の
大
小
で
は
な
く
、
功
徳
を
そ
れ
ぞ
れ
に
評
価

す
る
べ
き
で
あ
る
。
）
」
と
言
わ
れ
た
。

洞
山
良
价
禅
師
（
八
〇
七
～
八
六
九
）
が
、
「
行
不
得
底
を
説
取

し
、
説
不
得
底
を
行
取
す
。
（
行
じ
き
れ
な
い
と
こ
ろ
を
言
葉
で

説
き
、
説
き
あ
か
し
き
れ
な
い
と
こ
ろ
を
行
じ
る
）
」
と
示
さ
れ

た
の
を
受
け
て
、
道
元
禅
師
は
さ
ら
に
、
身
体
で
お
こ
な
う
行
が

口
で
説
く
説
法
と
通
じ
合
い
、
同
様
に
口
で
説
く
説
法
が
身
体
で

お
こ
な
う
行
と
通
じ
合
う
と
言
わ
れ
、
行
と
説
は
一
体
だ
か
ら
こ

そ
、
入
れ
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
示
さ
れ
た
。

雲
居
山
弘
覺
大
師
（
八
二
八
～
九
〇
二
）
「
説
時
に
は
行
路
な
く
、

行
時
に
は
説
路
な
し
。
」

説
く
時
に
は
行
が
無
く
、
行
ず
る
時
に
は
説
く
こ
と
が
無
い
、
説

く
時
は
説
く
、
行
ず
る
時
に
は
行
ず
る
。
こ
れ
は
、
説
く
こ
と
と

行
う
こ
と
が
一
体
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
➡
行
説
一
如

・
行
持
の
巻
を
拝
読
す
る
中
で
、
道
元
禅
師
が
「
釈
尊
以
来
受
け

継
ぎ
伝
え
ら
れ
て
き
た
坐
禅
を
中
心
と
し
た
行
」
と
「
同
じ
く
受

け
継
ぎ
伝
え
ら
れ
て
き
た
教
え
を
説
く
こ
と
」
が
と
も
に
大
切
な

行
持
で
あ
る
と
お
示
し
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
。

・
私
は
、
昭
和
五
十
九
年
に
住
職
に
就
任
し
て
以
来
、
坐
禅
と
法

話
の
実
践
を
車
の
両
輪
の
ご
と
く
、
僧
侶
の
道
を
歩
む
推
進
力
と

し
て
き
た
が
、
行
持
道
環
の
菩
薩
行
を
行
説
一
如
の
心
掛
け
を

持
っ
て
、
行
っ
て
い
き
た
い
と
念
じ
て
い
る
。

・
法
話
こ
そ
、
行
説
一
如
の
実
践
行

言
葉
で
語
り
な
が
ら
、
そ
の
中
に
行
動
と
し
て
の
気
づ
き
を
入

れ
て
い
く
。
こ
の
説
法
の
在
り
方
こ
そ
が
、
行
説
一
如
の
布
教
実

践
と
言
え
る
。
及
ば
ず
な
が
ら
、
実
践
し
て
行
こ
う
と
念
じ
て
い

る
。

■
以
上
、
限
ら
れ
た
紙
面
の
都
合
上
、
法
話
の
レ
ジ
ュ
メ
と
し
て
、

纏
め
ま
し
た
。

も
し
、
関
心
を
お
持
ち
頂
け
ま
し
た
ら
、

フ
ル
原
稿
を
東
龍
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
、
直
接
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

合

掌



令和５年３月１５日 法 聲 第２号（４）

編
集
後
記

こ
の
度
、
第
二
号
の
広
報
誌
発

行
に
対
し
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
も
作
成
に
対
し
皆
様

か
ら
の
ご
意
見
も
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

今
年
度
も
研
修
会
、
実
演
布
教

を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご
参

加
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

藤
田

郁
雄

仝 仝 仝 仝 仝 仝 仝

事
務
局
員

事
務
局
長

会

計

監

事

副
会
長

会

長

宝
光
寺

相
円
寺

林
昌
寺

亀
壽
院

淵
龍
寺

慈
光
寺

光
浄
寺

安
龍
寺

玉
泉
寺

善
福
寺

久
昌
寺

光
源
寺

正
壽
寺

丹
羽

直
行

宗
像

義
順

藤
田

郁
雄

飯
村

孝
彰

（
書

記

）

永
島

昌
典

（
書

記

）

佐
藤

英
樹

（
人
権
主
事

）

佐
藤

宏
文

（
梅
花
主
事

）

齋
藤

隆
光

（
庶
務
主
事

）

酒
井

賢
晃

（
教
化
主
事

）

細
野

徳
彰

中
野

睦
宗

山
﨑

英
史

呉

定
明

役
員
構
成

秋
季
研
修
会
に
て
思
う

期 日 氏 名 対 象 演 題

５月２３日 平野直也師 みなさん 私の話

１０月１０日
目黒雄生師 一般檀信徒 達磨大師について

関根大剛師 一般檀信徒 因縁と心

２月２５日

阿部正智師 一般檀信徒 愛語は魔法の言葉

吉原東玄師 一般檀信徒 ご縁は慈悲より生まれる

乙川文英師 一般檀信徒 理想の布施

実演布教

光
源
寺

山
﨑

英
史

講師：高田都耶子氏

昨
年
10
月
、
研
修
会
に
て
奈
良
薬
師
寺
管
主
高
田
好
胤
師

の
ご
長
女
・
高
田
都
耶
子
さ
ん
の
お
話
を
聴
く
機
会
に
恵
ま

れ
た
。
そ
の
話
の
中
で
特
に
心
に
残
る
言
葉
を
ご
紹
介
し
た

い
と
思
う
。

昭
和
24
年
、
好
胤
師
が
26
歳
で
薬
師
寺
の
副
住
職
と
な
っ

た
折
り
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
、

今
で
は
一
般
的
に
な
っ
た
が
戦
後
の
混
乱
期
の
中
、
「
仏
心

の
種
ま
き
と
し
て
修
学
旅
行
生
へ
寺
の
案
内
に
専
念
す
る
決

意
」
を
さ
れ
、
ま
た
師
匠
の
橋
本
凝
胤
師
よ
り
『
最
小
の
効

果
の
為
に
最
大
の
努
力
を
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
』
と
の
教

え
を
貫
く
。
そ
の
結
果
後
々
に
百
万
巻
と
言
う
途
方
も
な
い

数
の
写
経
を
集
め
薬
師
寺
金
堂
再
建
の
偉
業
を
果
た
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
『
出
家
し
仏
道
を
修
め
る
沙
門
に
栄
誉
は

不
要
』
の
強
い
信
念
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
人
生
を
全
う
す
る
。

強
い
信
念
を
持
ち
続
け
、
教
え
を
貫
く
こ
と
は
と
て
も
困
難

で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
私
た
ち
僧
侶
が
最
も
大
切
に

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
心
構
え
で
は
な
い
か
と
強
く
感
じ
た
。

第
四
宗
務
所
布
教
師
会
副
会
長
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